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D o l i c h o a r t e r i o p a t h y を 伴 い 再 開 通 に 難 渋 し た 頸 部 内 頸 動 脈 閉 塞

症 に 対 し て Goo s e  N e c k  m i c r o  s n a r e を 使 用 し た 1 例  

 

＜ 和 文 要 旨 ＞  

【 目 的 】 Dol i c h o a r t e r i o p a t h y を 伴 い 再 開 通 に 難 渋 し た 頸 部 内 頸

動 脈 閉 塞 症 に 対 し て Goo s e  N e c k  m i c r o  s n a r e を 使 用 し た 1 例 を

報 告 す る 。    

【 症 例 】65 歳 、女 性 。左 M1 閉 塞 と 左 頸 部 ICA 閉 塞 の ta n d e m  l e s i o n

に 対 し て 血 栓 回 収 術 を 行 っ た 。左 M1 閉 塞 は 再 開 通 し た が 、左 頸 部

ICA 閉 塞 に 対 し て 、既 存 の デ バ イ ス で 血 栓 回 収 を 複 数 回 試 み た が 、

可 動 性 の あ る 硬 い 血 栓 が dol i c h o a r t e r i o p a t h y に 嵌 ま り 込 み 血 栓

回 収 に 非 常 に 難 渋 し た 。 Go o s e  N e c k  m i c r o  s n a r e の 血 栓 把 持 に よ

っ て 、 血 栓 回 収 が で き 再 開 通 が 得 ら れ た 。  

【 結 論 】 Goo s e  N e c k  m i c r o  s n a r e の 血 栓 把 持 に よ る 血 栓 回 収 術

は 、 既 存 の デ バ イ ス で は 再 開 通 が 困 難 で 、 可 動 性 の あ る 硬 い 血 栓

の 回 収 に 有 効 な 場 合 が あ る 。  
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＜ 緒 言 ＞  

急 性 期 脳 梗 塞 に お け る 機 械 的 血 栓 回 収 療 法 は 、201 5 年 以 降 相 次 い

で 発 表 さ れ た 大 規 模 な ラ ン ダ ム 化 試 験 と そ の メ タ 解 析 に よ り 有

用 性 と 安 全 性 が 確 立 さ れ 1 ) 、 Am e r i c a n  H e a r t  

A s s o c i a t i o n / A m e r i c a n  S t r o k e  A s s o c i a t i o n ガ イ ド ラ イ ン に お い

て cla s sⅠ と 推 奨 さ れ た 治 療 法 と な っ た 。 ま た 、 近 年 の デ バ イ ス

の 発 展 や 様 々 な com b i n e d  t e c h n i q u e の 出 現 に よ り 、 1st  p a s s で

の 高 い 再 開 通 率 が 報 告 さ れ て き て い る 2 , 3 )。 し か し 、 解 剖 学 的 血

管 異 常 や 血 栓 の 特 徴 に よ り 既 存 の ste n t  r e t r i e v e r、 a d i r e c t  

a s p i r a t i o n  f i r s t  p a s s  t e c h n i q u e  ( A D A P T )、 co m b i n e d  t e c h n i q u e  

を 用 い て も 再 開 通 で き な い 症 例 に 遭 遇 す る こ と が あ る 。  

今 回 我 々 は 内 頚 動 脈 （ int e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y :  I C A） の 血 管

走 行 異 常 で あ る dol i c h o a r t e r i o p a t h y を 伴 い 、 再 開 通 に 難 渋 し た

頸 部 IC A 閉 塞 症 に 対 し て 血 管 内 異 物 除 去 用 カ テ ー テ ル の Goo s e  

N e c k  m i c r o  s n a r e ( M e d t r o n i c ,  M i n n e a p o l i s ,  M N ,  U S A )を 用 い て 、

血 栓 を 把 持 し 再 開 通 を 得 た 症 例 を 経 験 し た の で 報 告 す る 。  

 

＜ 症 例 提 示 ＞  

症 例 ： 65 歳 、 女 性  

主 訴 ： 運 動 性 失 語 、 右 上 下 肢 麻 痺  

既 往 歴 ： 不 安 神 経 障 害 、 子 宮 癌 術 後 、 高 血 圧 、 脂 質 異 常 症  

家 族 歴 ： 特 記 事 項 な し  

嗜 好 歴 ： 飲 酒 歴 な し 、 喫 煙 は 5- 6 本 /日 を 45 年 間  

現 病 歴 ： 起 床 時 、意 識 障 害 で 家 族 に 発 見 さ れ 、9 時 22 分 に 他 院 へ
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救 急 搬 送 。 意 識 レ ベ ル Ⅲ -1 0 0 / J a p a n  C o m a  S c a l e ( J C S ) 、

E1 V 1 M 5 / G l a s g o w  C o m a  S c a l e  ( G C S )、瞳 孔 不 同 な し 、四 肢 左 右 差 な

し 、頭 部 CT で は 異 常 所 見 が 無 い と 判 断 さ れ た 。抗 精 神 薬 を 多 数 内

服 し て お り 、急 性 薬 物 中 毒 の 診 断 で 内 科 入 院 と な っ た 。同 日 15 時

頃 か ら 右 上 下 肢 麻 痺 が 明 ら か と な り 、 頭 部 MRI・ M R A 撮 影 後 、 左

ICA 閉 塞 に よ る 急 性 期 脳 梗 塞 の 診 断 で 当 院 へ 転 院 搬 送 さ れ た 。 最

終 未 発 症 確 認 時 刻 は 前 日 19 時 。 当 院 搬 送 ま で 25 時 間 8 分 。  

入 院 時 現 症 ： 身 長 172 ㎝ 、 体 重 61. 4 ㎏ 、 血 圧 148 / 9 0 m m H g、 脈 拍

71 回 /分 整 、体 温 38. 5℃ 、意 識 レ ベ ル Ⅱ -10 / J C S、E3 V 1 M 6 / G C S、右

上 下 肢 麻 痺  M a n u a l  M u s c l e  T e s t  ( M M T )  1 / 5 を 認 め 、 Nat i o n a l  

I n s t i t u t e s  o f  H e a l t h  S t r o k e  S c a l e  ( N I H S S )は 1 2 で あ っ た 。  

入 院 時 検 査 所 見 ： 白 血 球 740 0 /μ l、 Hb 1 3 . 0 g / d l、 Ht 3 6 . 8％ 、血 小

板 14. 2 万 /μ l、 PT - I N R 1 . 0 5、 B N P 3 5 . 7 p g / m l、 D ダ イ マ ー 2.1 9ｍ

g/ d l。 心 電 図 は 脈 拍 73 回 、 洞 調 律 で あ っ た 。  

前 医 の 画 像 を 再 確 認 す る と 、頭 部 CT で は 、左 中 大 脳 動 脈（ mi d d l e  

c e r e b r a l  a r t e r y :  M C A） 水 平 部 （ M1） に hy p e r d e n s e  M C A  s i g n を

認 め 、 頭 部 MRI で は di f f u s i o n - w e i g h t e d  i m a g e  ( D W I )と F L A I R と

も に 左 側 島 回 ～ 前 頭・側 頭 葉 に 高 信 号 が 確 認 さ れ た 。DWI - A l b e r t a  

S t r o k e  P r o g r a m  E a r l y  C o m p u t e d  T o m o g r a p h y  S c o r e s  ( D W I -

A S P E C T S )  6 / 1 0 で あ っ た （ Fig . 1 A） 。 頭 部 MRA と 当 院 で 施 行 し た

3DC T A で は 左 IC A 起 始 部 よ り 閉 塞 し て お り 、 後 交 通 動 脈 よ り 遠 位

側 の IC A が 描 出 さ れ 、 左 M1 に 血 栓 に よ る 陰 影 欠 損 像 を 認 め た

（ Fig . 1 B） 。 対 側 IC A の 血 管 蛇 行 が 非 常 に 強 く 、 病 側 IC A も 血 管

蛇 行 が 強 い こ と が 予 想 さ れ た （ Fig . 1 C） 。 最 終 未 発 症 確 認 時 刻 よ
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り 24 時 間 以 上 経 過 し て い た が 、 左 M1 は 部 分 閉 塞 で あ り 、 前 交 通

動 脈 か ら の cro s s  f l o w が 期 待 で き た こ と 、 臨 床 症 状 と 画 像 所 見

の 乖 離 を 認 め 、 Cl i n i c a l - D W I  m i s m a t c h が あ っ た こ と か ら 、 血 管

内 治 療 施 行 と な っ た 。  

血 管 内 治 療 ： 局 所 麻 酔 下 、 右 大 腿 動 脈 に 9Fr シ ー ス イ ン ト ロ デ ュ

ー サ ー を 挿 入 し 、 ヘ パ リ ン 500 0 単 位 を 投 与 し 全 身 ヘ パ リ ン 化 し

た 。 左 総 頚 動 脈 （ com m o n  c a r o t i d  a r t e r y :  C C A） に 9F r  O p t i m o  

(東 海 メ デ ィ カ ル プ ロ ダ ク ツ ,愛 知 )を 留 置 し 、 撮 影 す る と 、 頸 部

ICA の 抹 消 側 が 閉 塞 し て お り 、 左 ICA 起 始 部 に は 狭 窄 病 変 、 解 離

病 変 は 認 め な か っ た（ Fig . 2 A）。ま た 左 外 頸 動 脈（ ext e r n a l  c a r o t i d  

a r t e r y :  E C A）か ら 左 眼 動 脈 を 介 し た 側 副 血 行 路 に よ り 、頭 蓋 内 の

左 ICA が 造 影 さ れ た 。 左 頸 部 ICA か ら 頭 蓋 内 ICA の C3 ま で の 血

栓 と 左 M1 の 血 栓 の tan d e m  l e s i o n を 認 め 、 ま ず 頭 蓋 内 の 左 M1 よ

り 血 栓 回 収 を 行 う ret r o g r a d e  a p p r o a c h の 方 針 と し た 。  

9F r  O p t i m o を 左 IC A 起 始 部 に 誘 導 し 、用 手 的 吸 引 を 施 行 し た が

血 栓 は 吸 引 で き な か っ た 。 中 間 カ テ ー テ ル と し て Pen u m b r a  A C E  

6 0  ( P e n u m b r a , I n c , A l a m e d a , C A , U S A ) ( 以 下 AC E  6 0 ) を 使 用 し 、

Mar k s m a n（ e V 3 ; C o v i d i e n , I r v i n e , C A , U S A）と 先 端 を J 字 型 に sha p e

し た Tr a x e c e s s 1 4（ Te r u m o ,東 京 ）を 蛇 行 血 管 を 考 慮 し て ゆ っ く り

と 先 進 さ せ た 。 左 M1 の 血 栓 部 を les i o n  c r o s s し 、 AC E 6 0 は IC  

t o p ま で 上 げ た 。 So l i t a i r e  P l a t i n u m  6 × 40 m m   

( e V 3 ; C o v i d i e n , I r v i n e , C A , U S A )を M 2 か ら M１ に か け て 展 開 し 、

2pa s s で 頭 蓋 内 の 再 開 通 を 得 た （ 穿 刺 か ら 24 分 ）（ Fig . 2 B） 。 そ

の 後 、 左 ICA の C 4 - 5 と 錐 体 部 か ら 頸 部 ICA の 血 栓 に 対 し て 血 栓
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回 収 を 行 っ た 。 左 ICA の C 4 - 5 の 血 栓 に 対 し て は ACE 6 0 を 錐 体 部

ま で 上 げ 、 Sol i t a i r e  P l a t i n u m  6×40 m m を 左 IC A の C3 か ら C5 に

か け て 展 開 し 、２ pas s で 再 開 通 を 得 た 。頸 部 IC A に は 円 形 構 造 を

伴 う dol i c h o a r t e r i o p a t h y  が あ り 、そ こ に 嵌 ま り 込 む よ う な 形 で 、

可 動 性 の あ る 硬 く 大 き な 血 栓 を 認 め た 。 錐 体 部 か ら 頸 部 IC A の

do l i c h o a r t e r i o p a t h y は s e g m e n t A :錐 体 部 か ら 頸 部 ICA の 屈 曲 部 、

seg m e n t B :頸 部 IC A (下 か ら 上 向 き )の 屈 曲 部 、 seg m e n t C :頸 部 IC A

（ 上 か ら 下 向 き ）の 屈 曲 部 に 3 分 割 で き た（ Fig . 3 A - D）。Se g m e n t A

の 血 栓 に 対 し て 、 Sol i t a i r e  P l a t i n u m  6 × 40 m m  を 1p a s s 、

So l i t a i r e  P l a t i n u m  6× 40 m m と AC E  6 0 を 併 用 し た co m b i n e d  

t e c h n i q u e を 1 p a s s 施 行 し た が 血 栓 回 収 で き ず 、 AC E  6 0 に よ る

AD A P T  2 p a s s で 血 栓 は Seg m e n t C ま で 移 動 で き た も の の 屈 曲 部 で

把 持 が 外 れ 回 収 で き な か っ た 。 更 に Sol i t a i r e  P l a t i n u m  6×40 m m

で 4p a s s し た が 、 血 栓 は seg m e n t B と se g m e n t C の 間 で 移 動 し 、 最

終 的 に seg m e n t C ま で 移 動 で き た も の の 、 血 栓 回 収 は で き な か っ

た 。  

そ こ で 、血 栓 に 対 す る 強 い 把 持 力 を 期 待 し て 、Go o s e  N e c k  m i c r o  

s n a r e  7 ㎜ を 、 AC E 6 0 を 抜 去 し て 、 付 属 の カ テ ー テ ル を 用 い て 、

Seg m e n t C の 血 栓 に 対 し て 、血 栓 の 遠 位 側 よ り 展 開 し (Fi g . 4 A )、血

栓 に 被 せ て 捕 捉 す る よ う に 回 収 し た (Fi g . 4 B  a n d  4 C )。 １ pa s s 目

で 血 栓 の 一 部 が 回 収 で き (F i g . 4 D )、 3p a s s 目 で 巨 大 な 硬 い 血 栓 を

し っ か り と 捕 捉 し 、9Fr  O p t i m o 内 に 回 収 す る こ と が で き た 。9Fr  

O p t i m o か ら は 約 10 ㎜ の 血 栓 塊 が 摘 出 で き た 。 再 開 通 が 得 ら れ

Thr o m b o l y s i s  i n  C e r e b r a l  I n f r a c t i o n ( T I C I ) 2 b で 終 了 と な っ た
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（ 穿 刺 か ら 2 時 間 9 分 ） (F i g . 5 A  a n d  5 B )。  

病 理 所 見 ： 摘 出 さ れ た 血 栓 は フ ィ ブ リ ン 成 分 を 主 体 と し た 赤 血 球

を 含 む 混 合 血 栓 で あ り 、 好 中 球 や 核 破 壊 な ど の 炎 症 細 胞 が 認 め ら

れ た 。 粥 腫 成 分 や 腫 瘍 成 分 は 認 め な か っ た 。  

術 後 経 過 ： 術 後 の 頭 部 MR I で は 新 規 梗 塞 巣 の 範 囲 拡 大 は 認 め ず 、

頭 部 MRA で は 再 開 通 が 得 ら れ て い た 。 塞 栓 源 精 査 の た め に 全 身 精

査 を し た が 、 有 意 な 所 見 は 認 め な か っ た 。 塞 栓 源 不 明 の 脳 塞 栓 症

（ Emb o l i c  S t r o k e  o f  U n d e t e r m i n e d  S o u r c e :  E S U S）の 診 断 で 、

バ イ ア ス ピ リ ン 100 ㎎ を 開 始 し Rev e a l  L I N Q を 挿 入 し た 。 運 動 性

失 語 と 右 上 下 肢 麻 痺 は 術 後 4 日 頃 よ り 徐 々 に 改 善 し 、 術 後 19 日

目 に mod i f i e d  R a n k i n  S c a l e ( m R S ) 2、 意 識 レ ベ ル E4V 5 M 6 / G C S、 右

上 下 肢 麻 痺 MMT 5 - / 5、 N I H S S 4、 独 歩 で リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 へ

転 院 と な っ た 。 8 ヶ 月 後 の 3D C T A で は do l i c h o a r t e r i o p a t h y の 部

分 は 遅 発 性 の 形 態 異 常 な く 経 過 し て い る 。  

 

＜ 考 察 ＞  

急 性 期 脳 梗 塞 に お け る 機 械 的 血 栓 回 収 療 法 は 、 近 年 の デ バ イ ス

の 発 展 や sal v a g e  t h e r a p y、 様 々 な com b i n e d  t e c h n i q u e の 出 現 に

よ り 、 高 い 再 開 通 率 を 達 成 で き る よ う に な っ た 。 し か し 、 臨 床 現

場 に お い て は 再 開 通 に 難 渋 す る 症 例 に 遭 遇 す る こ と も あ り 、 再 開

通 不 良 因 子 と し て 、 解 剖 学 的 血 管 異 常 （ Bo v i n e  t y p e、 大 動 脈 弓

Typ eⅡ ・ Ⅲ 、 IC A  d o l i c h o a r t e r i o p a t h y）、 閉 塞 部 位 （ 頸 部 ICA、 T  

o c c l u s i o n 以 外 の 頭 蓋 内 ICA、 M2）、 頸 部 ICA 高 度 狭 窄 、 多 量 の 血

栓 、 ta n d e m 病 変 、 硬 い 血 栓 、 非 塞 栓 性 、 稀 な 脳 卒 中 の 病 型 、 時 間



7 
 

外 治 療 、 女 性 、 高 血 圧 の 既 往 、 長 時 間 治 療 な ど が 報 告 さ れ て い る

4 - 7 ）。  

本 症 例 で は 、M1 閉 塞 は 2pa s s で 再 開 通 し た が 、頸 部 ICA 閉 塞 で

は 円 形 構 造 を 伴 う dol i c h o a r t e r i o p a t h y に 、 硬 い 巨 大 な 血 栓 が 嵌

ま り 込 み 血 栓 回 収 に 非 常 に 難 渋 し た 。 ICA 起 始 部 に は 動 脈 硬 化 病

変 や 解 離 性 病 変 は 認 め な か っ た が 、 ICA  d o l i c h o a r t e r i o p a t h y と

硬 い 血 栓 が 再 開 通 の 障 害 と な っ た 。  

内 頚 動 脈 の 異 常 進 展 に よ る 血 管 走 行 異 常 は

dol i c h o a r t e r i o p a t h i e s  o f  t h e  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y（ DI C A s）

と 呼 ば れ 、Met z と We i b e l  ら は DI C A s を 3 つ の タ イ プ（ to r t u o u s、

co i l i n g、 ki n k）に 分 類 し て い る 8 - 1 0 )。 C o i l i n g 型 に は 今 回 の よ う

な 円 形 構 造 の 他 に 、 C 形 、 S 形 、 U 形 、二 重 円 形 の 血 管 異 常 構 造 が

含 ま れ る 8 - 1 0 )。 D I C A s は 片 側 ま た は 両 側 性 に 約 10- 4 0％ に 認 め ら

れ 、 そ の 中 で も coi l i n g 型 は 最 も 少 な く 約 3-7％ に 認 め ら れ る

7 , 1 1 , 1 2 )。 D I C A s に よ る 脳 梗 塞 発 生 は 内 頸 動 脈 狭 窄 を 伴 う kin k 型 の

症 例 で 報 告 さ れ て い る 1 3 )。 S n e l l i n g ら は DI C A s の 血 管 蛇 行 は 急

性 期 再 開 通 時 間 の 延 長 や 予 後 不 良 に 関 連 す る 因 子 の 1 つ と し て 挙

げ て い る 7 )。  

原 因 と な っ た 血 栓 は 可 動 性 の あ る 硬 く 大 き な 血 栓 で あ り 、 病 理

診 断 で は fib r i n 優 位 の 血 栓 で あ り 、 好 中 球 を 伴 う 炎 症 細 胞 が 認

め ら れ た 。Fib r i n 優 位 の 血 栓 は 硬 く 摩 擦 係 数 が 大 き く 1 4 )、R B C 優

位 の 血 栓 と 比 較 し 再 開 通 率 が 低 下 す る と 報 告 さ れ て い る 1 5 )。  

血 栓 回 収 療 法 と し て 、 当 院 で は sol i t a i r e を 第 一 選 択 と し て 使

用 し て い る が 、 本 症 例 で は 硬 い 血 栓 を 捕 捉 で き 移 動 は で き た も の
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の 、 DIC A s の 部 分 で 持 続 的 な 捕 捉 が で き ず 回 収 す る こ と が で き な

っ た 。 So l i t a i r e  P l a t i n u m  6×40 m m の 推 奨 適 応 血 管 径 は 、 添 付 文

書 よ り 3.0 - 5 . 5 m m で あ り 、 頭 蓋 外 IC A 径 が 6. 2 - 6 . 8 m m と 大 径 で あ

っ た た め 、 血 管 壁 へ 十 分 な 密 着 が 得 ら れ な か っ た 可 能 性 が あ る 。

硬 い 血 栓 の 血 栓 回 収 能 力 に つ い て は 、 Mac h i ら は 、 in  v i t r o の 血

管 モ デ ル を 用 い て 10 種 類 の ste n t  r e t r i e v e r を 検 討 し て お り 、

6mm 以 上 の 白 色 血 栓 で は 、 ス テ ン ト が 十 分 に 展 開 で き ず 血 栓 の 脇

を す り 抜 け て し ま う た め 殆 ど 回 収 で き な い と 報 告 し て い る 1 6 )。ま

た 、 Kan e k o ら は 、 In  v i t r o の 研 究 で 高 度 屈 曲 血 管 で は st e n t  

r e t r i e v e r の se g m e n t は s t r e t c h さ れ た 際 に 潰 さ れ 血 栓 を 捕 捉 で

き ず に 再 開 通 率 が 低 下 す る た め 不 向 き で あ り 、 seg m e n t e d  d e s i g n

の あ る Em b o t r a p ( C e r e n o v u s ,  G a l w a y ,  I r e l a n d )  や Ve r s i  

R e t r i e v e r ( N e u r o V a s c  T e c h n o l o g i e s ,  L a g u n a  H i l l s ,  C a l i f o r n i a ,  

U S A )が 、 高 度 屈 曲 血 管 で も seg m e n t が 残 存 し 再 開 通 率 を 上 げ る と

報 告 し て い る 1 7 )。  

今 回 、 頚 部 IC A の 塞 栓 に 対 し て ADA P T も 施 行 し た が 、 DIC A s の

部 分 に て 、AC E  6 0 で 把 持 し て い た 血 栓 が 外 れ て し ま い 回 収 す る こ

と が 出 来 な か っ た 。Mas c i t e l l i ら は AD A P T の 成 功 例 と 失 敗 例 を 比

較 検 討 し 、 ① よ り 多 く の 屈 曲 血 管 、 ② よ り 大 き な 血 管 径 、 ③ カ テ

ー テ ル に 対 し て 血 管 径 が 大 き い 場 合 、 ④ 血 栓 の 閉 塞 血 管 を 評 価 す

る clo t  b u r d e n  s c o r e 低 値 が AD A P T の 再 開 通 不 良 因 子 で あ る と 報

告 し て い る 1 8 )。 本 症 例 で は 屈 曲 血 管 で の 誘 導 性 を 重 視 し 、 よ り

led g e  e f f e c t を 解 消 す る た め 、 AC E 6 0 を 選 択 し た 。 カ テ ー テ ル 先

端 内 径 だ け を 考 慮 す る と 、ACE 6 0 が 1 . 8 m m に 対 し て Pen u m b r a  A C E 6 8  
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( P e n u m b r a  I n c , A l a m e d a , C A , U S A ) (以 下 AC E 6 8 )は 2. 0 3 m m で あ り 、

吸 引 力 が 25％ 上 昇 す る と の 報 告 も あ り 1 9 )、A C E 6 8 な ど 、よ り 大 口

径 カ テ ー テ ル へ の 変 更 も 治 療 選 択 肢 の 一 つ で あ っ た と 考 え ら れ

る 。  

Go o s e  N e c k  m i c r o  s n a r e は 、 誤 留 置 し た 血 管 塞 栓 物 質 、 カ テ ー

テ ル ・ ガ イ ド ワ イ ヤ ー の 破 損 片 、 脱 落 し た ペ ー シ ン グ リ ー ド 、 下

大 静 脈 フ ィ ル タ ー 、 金 属 ス テ ン ト 等 の 血 管 内 の 異 物 を 回 収 ・ 除 去

す る こ と を 目 的 と し て 使 用 さ れ る が 、 MER C I  r e t r i e v e r

（ Co n c e n t r i c  M e d i c a l ,  M o u t a i n  V i e w ,  C A ,  U S A） 導 入 前 に は 血

栓 回 収 術 と し て の 使 用 法 も 報 告 さ れ て い る 。 Ren t z o s ら の Go o s e  

N e c k  m i c r o  s n a r e を 第 一 選 択 と し た 15 6 例 の 血 栓 回 収 術 の 成 績 で

は 、mod i f i e d  T I C I 2 b 以 上 が 74％ 、mR S 0 - 2 が 42％ と 良 好 な 転 帰 が

得 ら れ 、 sna r e 関 連 の 合 併 症 は 認 め な か っ た と 報 告 し て い る 2 0 )。 

G o o s e  n e c k  m i c r o  s n a r e の サ イ ズ は 2mm、4 m m、7m m が あ り 、ICA

血 管 径 が 6.2  - 6 . 8 m m で あ っ た た め 、 少 し 大 き い 7mm を 選 択 し 、

付 属 の 0.0 2 1  i n c h の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を 使 用 し た 。Sn a r e の 使

用 法 は 血 栓 の 遠 位 で ル ー プ を 展 開 し 、 ゆ っ く り と 引 っ 張 り 、 血 栓

を sna r e の ル ー プ の 中 に 入 る よ う に 誘 導 す る 。 そ の 後 マ イ ク ロ カ

テ ー テ ル を 進 め て sna r e を 捕 捉 す る 。 Sna r e を 用 い た 手 技 は 、 血

栓 を 正 確 に 評 価 し 、 把 持 す る の が 難 し く 、 当 症 例 で も 3pa s s 目 に

よ う や く 全 て の 血 栓 を 把 持 す る こ と が で き た 。 ま た 、 血 栓 に あ る

程 度 の 硬 さ が な い と 把 持 す る の も 困 難 で あ り 、 過 度 の Sna r e に よ

る 牽 引 に よ る 血 栓 の 破 断 は emb o l i z a t i o n  o f  n e w  t e r r i t o r y ( E N T )

の 原 因 と な る た め 注 意 が 必 要 で あ る 。  
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今 後 新 規 デ バ イ ス の 参 入 に よ り 、 解 剖 学 的 血 管 異 常 や 血 栓 の 性

状 な ど の 問 題 が 解 決 さ れ 、 再 開 通 率 も 上 が っ て く る と 考 え ら れ る 。

既 存 の デ バ イ ス で 再 開 通 で き な い 可 動 性 の あ る 硬 い 血 栓 な ど は

Goo s e  N e c k  m i c r o  s n a r e で の 血 栓 回 収 が 有 効 な 場 合 が あ る と 思 わ

れ る 。  

 

＜ 結 語 ＞  

DI C A s を 伴 う 頸 部 内 頸 動 脈 閉 塞 症 に 対 し て Goo s e  N e c k  m i c r o  

s n a r e に よ り 再 開 通 で き た 。 Goo s e  N e c k  m i c r o  s n a r e の 血 栓 把 持

に よ る 血 栓 回 収 術 は 、 既 存 の デ バ イ ス で は 再 開 通 が 困 難 で 、 可 動

性 の あ る 硬 い 血 栓 の 回 収 に 有 効 な 場 合 が あ る と 思 わ れ る 。  

 

＜ 利 益 相 反 の 開 示 ＞  

奥 村 浩 隆 は 日 本 メ ド ト ロ ニ ッ ク よ り 講 演 料 等 の 謝 金 を 受 け て

い る 。 筆 頭 著 者 お よ び そ の 他 共 著 者 に 開 示 す べ き 利 益 相 反 は な い 。 
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2 6 3 .  

1 7 )  K a n e k o  N ,  K o m u r o  Y ,  Y o k o t a  H ,  e t  a l :  S t e n t  r e t r i e v e r s  

w i t h  s e g m e n t e d  d e s i g n  i m p r o v e  t h e  e f f i c a c y  o f  

t h r o m b e c t o m y  i n  t o r t u o u s  v e s s e l s .  J  N e u r o i n t e r v  S u r g  

2 0 1 9 ;  1 1 :  1 1 9 - 1 2 2 .  

1 8 )  M a s c i t e l l i  J R ,  K e l l n e r  C P ,  O r a v e c  C S ,  e t  a l :  F a c t o r s  

a s s o c i a t e d  w i t h  s u c c e s s f u l  r e v a s c u l a r i z a t i o n  u s i n g  

t h e  a s p i r a t i o n  c o m p o n e n t  o f  A D A P T  i n  t h e  t r e a t m e n t  o f  

a c u t e  i s c h e m i c  s t r o k e  . J  N e u r o i n t e r v  S u r g  2 0 1 7 ;  9 :  

6 3 6 - 6 4 0 .  

1 9 )  D e l g a d o  A l m a n d o z  J E ,  K a y a n  Y ,  W a l l a c e  A N ,  e t  a l :  

L a r g e r  A C E  6 8  a s p i r a t i o n  c a t h e t e r  i n c r e a s e s  f i r s t -

p a s s  e f f i c a c y  o f  A D A P T  t e c h n i q u e . J  N e u r o i n t e r v  S u r g  

2 0 1 9  ;  1 1 :  1 4 1 - 1 4 6 .  

2 0 )  R e n t z o s  A ,  L u n d q v i s t  C ,  K a r l s s o n  J E ,  e t  a l :  

M e c h a n i c a l  e m b o l e c t o m y  f o r  a c u t e  i s c h e m i c  s t r o k e  i n  

t h e  a n t e r i o r  c e r e b r a l  c i r c u l a t i o n :  t h e  G o t h e n b u r g  
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e x p e r i e n c e  d u r i n g  2 0 0 0 - 2 0 1 1 .  A J N R  A m  J  N e u r o r a d i o l  

2 0 1 4 ;  3 5 :  1 9 3 6 - 1 9 4 1 .  

 

＜ 図 表 の 説 明 ＞  

F i g . 1  

( A ) I s c h e m i c  l e s i o n s  w e r e  v i s u a l i z e d  a s  a  h i g h - i n t e n s e  

l e s i o n  i n  t h e  l e f t  M C A - p e r f u s e d  t e r r i t o r y  ( i n s u l a r  c o r t e x  

a n d  f r o n t a l  l o b e  a n d  t e m p o r a l  l o b e )  o n  d i f f u s i o n - w e i g h t e d  

i m a g i n g . ( B ) T h e  l e f t  M C A  a n d  I C A  w a s  o c c l u d e d  o n  

3 D C T A ( a r r o w s ) . ( C ) T h e  r i g h t  c e r v i c a l  I C A  h a s  a  c o i l i n g  

d o l i c h o a r t e r i o p a t h y  w i t h  a  c i r c u l a r  s t r u c t u r e  o n  

3 D C T A ( a r r o w h e a d ) . M C A :  m i d d l e  c a r o t i d  a r t e r y ; I C A :  i n t e r n a l  

c a r o t i d  a r t e r y  

 

F i g . 2  

A n t e r o - p o s t e r i o r  v i e w .  ( A ) T h e  l e f t  c e r v i c a l  I C A  w a s  

o c c l u d e d  o n  a n g i o g r a p h y  ( a r r o w ) .  ( B ) R e c a n a l i z a t i o n  o f  t h e  

l e f t  M C A  w a s  a c h i e v e d  b y  S R .  T h e  t h r o m b u s  w e r e  f o u n d  i n  

t h e  l e f t  I C A ( C 4 - 5 s e g m e n t  a n d  p e t r o u s  p o r t i o n  a n d  c e r v i c a l  

p o r t i o n  )  o n  a n g i o g r a p h y ( a r r o w h e a d s ) . I C A : i n t e r n a l  c a r o t i d  

a r t e r y ;  M C A : m i d d l e  c a r o t i d  a r t e r y ;  S R : s t e n t  r e t r i e v e r  

 

F i g . 3  

A n t e r o - p o s t e r i o r  v i e w . ( A )  T h e  l e s i o n  f r o m  p e t r o u s  I C A  t o  
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d o l i c h o a r t e r i o p a t h y  o f  c e r v i c a l  I C A  c o u l d  b e  d i v i d e d  i n t o  

3  p a r t s  ( F i g . 3 A - D ) .  ( B )  s e g m e n t A :  A  t h r o m b u s  w a s  f o u n d  a t  

t h e  f l e x i o n  f r o m  p e t r o u s  I C A  t o  t h e  c e r v i c a l  

I C A ( a r r o w h e a d s ) .  T h e  l a r g e  t h r o m b u s  h a v e  b e e n  a s p i r a t e d  

w i t h  A C E 6 0 .  ( C )  s e g m e n t B :  A  t h r o m b u s  w a s  f o u n d  a t  t h e  

f l e x i o n  o f  t h e  c e r v i c a l  I C A  ( f r o m  b o t t o m  t o  t o p )  

( a r r o w h e a d s ) .  J - s h a p e d  T r a x e c e s s 1 4  p a s s e d  t h r o u g h  a  l a r g e  

t h r o m b u s .（ D） se g m e n t C :  A  t h r o m b u s  w a s  f o u n d  a t  t h e  f l e x i o n  

o f  t h e  c e r v i c a l  I C A  ( f r o m  t o p  t o  b o t t o m )  

( a r r o w h e a d s ) . I C A : i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  

 

F i g . 4  

( A ） Go o s e  N e c k  m i c r o  s n a r e  w a s  d e p l o y e d  d i s t a l  t o  t h e  

t h r o m b u s ( a r r o w ) . ( B ) G o o s e  N e c k  m i c r o  s n a r e  w a s  p u t  o n  t h e  

t h r o m b u s  ( a r r o w ) .  ( C )  G o o s e  N e c k  m i c r o  s n a r e  c a p t u r e d  t h e  

t h r o m b u s  ( a r r o w ) .  （ D） Go o s e  N e c k  m i c r o  s n a r e  c a p t u r e d  p a r t  

o f  t h e  l a r g e  t h r o m b u s .  

F i g . 5   

( A ) ( B ) R e c a n a l i z a t i o n  w a s  a c h i e v e d ,  c l a s s i f i e d  a s  T I C I  2 B  o n  

t h e  f i n a l  a n g i o g r a p y s .  T I C I :  T h r o m b o l y s i s  i n  C e r e b r a l  

I n f r a c t i o n  
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